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E－
A・
ガ
｜
ガ
ン
著
『
中
園
の
挑
戦』

日
本
外
交に
とっ
ての
大
き
な
課
題
で

あヮ
た ．火山HJ
小
む
終っ
た
だ
が 、
そ

の
ニ
と
に
よっ
て 、
日
本に
とっ
ての
小

川が
従
米
より
以
上

に
わ
かり
や
すい
対

象に
なっ
たの
か
ど
う
か 、
と
問、7
た
と

き 、
行
定的
な
答
えが
す
ぐに
反ゥ
て
く

る
と
はい
い
が
たい

過
般の
小国
共
産
党
第
十
四
回
大
会で

「
社
会
主
義
市
場
経
済」
を
僚
は切
した
中

国が 、
この
先
ど
ん
な
道
筋
をた
ど
るの

か
につ
い
て
も 、
断
定
的
なこ
と
はい
え

ない
よ
う
な
気が
す
る 。

建
国
後の
党
大会の
ヒ
ーロ
ー

をとっ

て
み
て
も 、
八
回
大
会
ご
九
五
六
年）

の
劉
少
孫、
九
岡
大
会
ご
九
六九
年）

の
林
彪 、
ト

M
大
会
（
一

九
七
三
年）
の

．土
洪
文、
十一一川
大
会
ご
九
じ
七
年）

の
取同
帥郎、
卜二
州
大
会
二
九八
二
年）

の
制
限m
邦、
卜三
川
大
会（一
九
八
七
年）

の
却紫
陽
と 、
その
すべ
て
が
批
判
さ
れ

失
略
してい
るこ
と
を
凡
れ
ば 、
ま
さ
に

今次
大
会
q
n
部
小
平の
大
会。
で
ら

あっ
た
だ
け
に 、
ホ
ス
ト

卸
小
－十
時
代に

なっ
て
み
ない
と 、
結
論が
山せ
ない
の

で
は
ない
か

本代uは、
一
九八
六
年か
ら八
八
年
ま

東京外一泊大教綬
中
嶋
嶺
雄

で 、
ニュ
ーヨ
ーク・
タ
イ
ム
ズ
の
北
以

わえ
い川
民
をつ
と
め
た
校行が 、
その
よ
う

に
不
吋
解
な
小川の
政
治
社
会の
内
耐
に

身
を
沈
め
る
こ
と
に
よっ
て 、
この
同の

深
部の
潮
流
を
傑ろ・？
と
した
針
心
的
な

ル
ホ
ル
タ
lジュ

で
あ
る

行
頭か
ら
著者
は 、

小凶の
ん同汗
知
殺

人 、
－部
沫
若
に
よっ
て

n
反
動
的ポル
ノ

作家。
と
断定
さ
れ
た
無
名の
作家・
沈

従
文
との
山Aロい
を
語り 、
彼
を「
今
世

紀
中
国の
もっ
と
も
伴
大
な

作家」
と
し

て
位
置づ
け
てい
る 。

ここ
に
も
見
ら
れ
る
よう
に
本舎は 、

改
革・
開
放
に
沸
く
当
今の

出向社
会の

友
而
を
な
ぞ
るの
で
は
な
く 、
「－腐

蝕
し

た
政
治 、
絞
｝併の
現
状
か
ら
引
き
起こ
さ

れ
た
．小帥聞
か
さ
と
紛
争に
より
難破
して

い
る

出向」
を
姉ニ
う
と
し
てい
る ω

その
こ
と
は 、
話
題
に
なっ
た
テ
レ
ビ

・
ド
キュ
メ
ン
タ
リ
ー
『州

場』
（
即断
晩

成・
王

将
湘
作）
に
．J
及
し
て 、
こ
の
作

品が
以
怖
を
呼ん
だの
は 、
そ
れ
が
「

小

同
人の
怠
骨川
会抗
靴下
した
力」
に
あっ
た

と
論
じ 、

小川
人の
ア
イデ
ン
ティ
ティ

の
危機
を
浮
き
彫
り
に
してい
る
点
に
ら

炎わ
さ
れ
てい
る

改
市・
開
放
F

で
「

bM
H作に
わ応
る
川似た

ち」
の

文学乞
報
じたル
ポ
な
ど
は 、
や

や
一平
板
に
忠
わ
れ
た
が 、
「

チベ
ッ
トの

悲
劇」
を
伝、える
符
持の
市
鈴
は
鋭
く 、

み
ず
か
ら
体
験
した
天
安
門「
血の
日
州

日」
事
件の
ル
ポ2
忍哀
しい 。

「
天
安
門の
彪設
は 、

中聞の
実
験の一

O
年 、

希川認の一
O
年に
終化
符
を
打っ

た 。
：・・：

天
安
門
は 、
一
九
八
0
年
代の

故市の
プロ
セ
ス
に
よっ
て
束縛
を解か

れ
た
経
済
的
政
治
的
力
と 、
問
を
統
治

す
る
生
米
側
抗
した
非
妥
協
的
な
共
按凡

との ．小
吋
川崎
的
協川
内え
で
あっ
た」

と
汗
行はい
う

だ
と
す
れ
ば 、
む
下に

改市・

開枚 、

左
手に
「

阿
つの
基
本
原
則」
とい
う
，r

m
を
抱
えた
ま
ま
の
今
日
の
小
間
は 、

「
社
会
主
義
市
場
経
済」
を
進
め
れ
ば
進

め
る
ほ
ど 、

将来の
「

ぷ・
可
避的
衝
突」

のエ
ネル
ギ
ーやら

内
部に
話
術
す
るこ
と

に
な
ら
ざ
る

を得ない

ア
メ
リ
カ
で
は 、
日

中友好の
川
本
と

は
述っ
て 、

部小 ・十
をサ
ダ
ム・
フ
セ
イ

シ
ン
ク
タ
ン
ク・
レ
ポー
ト
務読
む

息
子
は
父
と
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
が
っ
て
い
る

『

ハV〈
と
子
の
ス
ポ

ー
ツ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
調
査
』

富
士
銀
行

－
ス
ポ
ー
ツ
で
子
供
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

「
で
き
れ
ば 、
子
供
と
はい
つ
も一
緒

に
遊
ん
で
やり
たい
の
だ
が 、
仕
事が

忙
し
く
て
ね」
と

弁
解す
る
父
続
は
多

い 。
そ
れ
な
ら 、
時
間
的
なゆ
とり
が

で
きた
ら 、
ど
ん
な
遊び
に
付
き
合っ

て
や
れ
る
か 。
ど
ん
な
遊び
を一
緒に

して
や
れ
ば
子
供
は
存ぷ
と
思う
か 。

小

学校高乍
年の
子
供
や持つ
汁
部
閣

の
父
級
は 、
こ
う
考
えてい
る 。

「
山山の
チの
州場合 、
一
にゲ
lム 、

ニ

に
外食かス
ポ
ーツ

（
観
戦
む
合
む）

’Kの
イ
は一
に
旅
行 、
4一
にwHい
物 －

J一
が
勉
錦、の
刈
例
をみ
るこ
と」

で
は 、
f

供の
ほ
う
は
ど・フ炉J
えて

い
るの
か
%の
fの

均
介 、
ゲ
｜ム

はa
・

似

で
・
4
4
・

じ

%）、

外
食
は－一－

似
ご
五－
L

%）
で 、
一
九机
はス
ポ

ーツ
さ ．一三・
←
%）
で
あ
る

・一
位

の
ゲ
lム

に一
O
%
近い
ぷ
をつ
け
て

い
る
とニ
ろ
をみ
る
と 、
「
供た
ち
は

従
外 、
外
で
父
税
と
n

%の
遊び。
を

した
がっ
てい
る
ら
しい

’Kの
「

は
ど
う
か 。
「

旅
行
が一
帯

姑
しい」
と
与
え
てい
る
点
で
は
親
子

と
も
共
通
で
問
題
ない
が 、「
口い
物」

につ
い
て
は 、
父
親が
考、えてい
るほ

ど
子
供
は窓口
ん
で
お
ら
ず 、
順
位と
し

て
は
五
位で 、
旅
行
と
は一
五
%以
上

もの
隔た
り
が
あ
る 。
彼
火た
ち
は
白

い
物
より
む
し
ろ
勉
強
をみ
て
も・りつ

ほ
う
を
歓
迎
してい
る

父
朝間
は
円
分の
チ
供
時
代の
絞験
か

ら 、
男の
子と一
緒に
す
るス
ホ
｜ツ

の
効
川
を
「
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
に
役
去

っ」
「

共
通の
F川地が
で
き
るL
「
子

供

の
成
長
を附
か
め
ら
れ
る」
と
与
えて

い
るの
に
対
し 、
子

供の
ほ
う
は「
や

り
わ刀
を
教
えて
く
れ
るL
（
附 －
－

J －

WO） ‘
「い

ろ
い
ろ
と
品
を
し
て
く
れ

る」

（
J

J・
－
t－

%｝、

「
μ
剣
に
相
千

を
し
て
く
れ
る」
｛ ・

－

八・
七
%

こ

と
が
M惜
しい
と
符
え
てい
る

・
＝一
人
に
二
人
が
運
動
不
足
を
自
党

前
日ゲの中 I
側
で
は
「父

視の
権威の

尖
隊一」
につ
い
て
触
れ
た
が ‘
AJ川の

デ
ータ

を
H凡
る
限
り 、
ス
ポ
ーツ

を
通

じ
て
父
税の
威
厳
を
州
復す
るこ
と
は

� 

ン
と
同
等に
扱い 、
「バ
グ
ダ
ッ
ド

か
ら

北
京
ま
での
知加

山政者」
と
珪バ
したク
リ

ン
トン

氏が
次
期
大
統
領に
決っ
た 。

人
倫
仰
一肌へ
の
品川い
批
刊とい
う
点
で

符
お
と
等しい
山中凶
剛腕
を
共
布す
るク
リ

ン
トン

政権の

対中凶
政
策が
杭
は
さ
れ

る
折
だ
け
に、

本代U
は
一

読
に
側
し
よ
う

（
徳
川
内
約

一
．
0
0
0
川）
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可能
だ
と
以
は
み
るu

父
削院
が
尖
際
に

mNの一十
と

遊ん
でい
るス
ポ
ーツ

は 、

「
野
球」
｛
キヤヴ
チ
ポ
｜ル

を
含
む）

を
前
頭
に「
水
泳」
「サッ

カ
ー」
と

絞
くが 、

子
供
が
父
親と
やっ
て
み
た

い
と

願っ
てい
るス
ポ
ーツ

の一
位は 、

Jリ
l

グの
誕
生
で
ます
ます
人
気
に

拍
車が
か
かっ
て
き
た
「サッ

カ
ー」

で
あ
る 。
野
球
は
そ
れ
で
も二
位に
入

っ
て
おり 、
総
強い
人気
を諸っ
てい

る 。
次
い
で
「

水
・出」
「テニ
ス」
と

い柄
〈’Kの

f
で
は
「テニ
ス」
を抑
え
て

「
水
泳」
が
父
視
と
やり
たい
ス
ポ
ー

ツ
の一
似
だ
が 、
こ
れ
は
訓
伐
時
期が

関係
してい
る 。
つ
まり 、
バ
ル
セロ

ナ
五
輪が
聞か
れ 、
川
行附
比倫
子が

品川メ

ダ
ルキ』
取っ
た
時
則
なの
で
あ
る

この
訓
伐
で
は 、
「一

カ
パ
にス
ポ

ーツ
で
休
品
か
す
日
が
ぎ
の
父
縦

一

が
間
人
に一
人」
「二 ・

人
に ・・
人
が
巡

回

品川
不
足ネ旨
け
覚
してい
る」
とい
うデ

一

｜
タJ
吊山てい
る
こ
こ
は
ひ
とつ 、

一

－r
供
た
ちの
た
め
に
む一
念
発
起
し
て 、

一

ス
ポ
ーツ
してみ
て
はい
か
が
で
しょ

一

う 、
と
体
を
動か
す
れ
数ゼロ
の
私が

－

汚っ
てJU
説
得
力は
ない
か
；： 。

（

作
家
・

城
島
明
彦
）

195 

書評　E.A.ガーガン『中国の挑戦』　『プレジデント』12月-1992.12.00


